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 国のリーダーシップのもと、平時から、県域を越えた広域で、地域ブロック単位での行政、民間事業者、専門家等関係者の連携・協
力体制（有機的ネットワーク）を構築すべく、
○ 関係者の役割の明確化・具体化
○ 関係機関等の連携・協力体制の強化（県域を越える面的対応力の強靱化）

を図ることとする。
 また、連携・協力を図る対象として、

○ 従来地域ブロック協議会等に参加してきた者（国、都道府県、市町村、民間事業者等）の他
○ 他の防災施策関係者（内閣府、国土交通省、地方整備局等）を想定し、

地域におけるより効果的な防災対策にも資するよう務めるものとする。

１．WG設置の目的

２．目指す方向性
（災害廃棄物対策・支援の体制）
① 組織の役割に応じた関係者の連携のあり方の明確化（受援・支援体制の構築）

② 重層的な協力関係の構築（想定される災害の規模や地域の被災状況に応じた重層的な対応体制の構築。例えば、県と市、市と市、
行政と民間等の異なる主体間の連携や包括連携協定、防災協定、災害廃棄物対策・応援協定等、多様な種類・内容の協定等の締結、
共同防災訓練の実施等）

③ 既存の関係省庁等が構築している連携体制（地域協議会等）との効果的な連携又は融合
④ D.Waste-Netの設置・運営（運営方針・運営マニュアル）、参画のインセンティブ、参画者の確保方策等を確立）

（地域ブロック協議会）

① 地域ブロック間連携の具体化（平時の情報共有、非常災害時の地域対策スキーム）対策本部の設置、他地域との相互支援協定等）
と大規模な災害時の緊対本部等と連携した広域連携の具体化等

② 地域ブロック協議会の持続的運営（各地域ブロック協議会の設置要綱、参加者間覚え書き等の作成等）
③ 地域におけるD.Waste-Netの活用（各地域ブロック協議会で活用方針を策定等）
④ 地域ブロックに対する国（地方環境事務所）による支援 等
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４．検討事項

検討事項 検討内容

①

各主体の受援と支
援それぞれの役
割の明確化（平時、
災害時の現状とあ
るべき姿）

○ 東日本大震災や広島土砂災害等の事例に基づいた現状の整理（受援・支援の関係の整理）
○ 既存の連携スキームに基づいた広域的な連携・協力事例の整理（資機材の支援や人材の派遣も含めて幅広く整理）
○ 主な防災関係機関の業務（道路啓開、人命捜索救助、仮設住宅建設等の土地利用、重機利用等の把握。）
○ 対策スキーム及び事例を踏まえ、各主体（国、都道府県、市町村、民間事業者）のあるべき姿を整理

②
重層的な連携・協
力体制の検討

○ ①を踏まえた、災害時に各主体が優先的に行うべき事項の時系列での整理
○ 各主体に求められる災害時に必要な体制（人員、スキル等）の検討
○ 包括的な協定も含めた防災分野における連携・協力体制に関する既存スキームの整理
○ 目的に応じた理想的な災害対応体制の検討
○ 上記理想的な対応体制のための重層的な連携・協力体制のあり方の検討
○ 災害発生時の円滑かつ迅速な体制の整備方法と平時の役割

③
②を実現するため
の課題とその対応
策の検討

○ 各主体における課題の整理（平時におけるごみ処理の課題も含めた幅広な情報の整理）
○ 災害廃棄物処理計画やＢＣＰ等における災害対応体制に関する項目の記載ぶりの精査（グッドプラクティスの整理、及
び目的や役割に応じた最低限記載しておくべき事項の整理、計画等の策定にあたって自治体等が抱える課題の整理）
○ 地域ブロック単位での災害協定に関する情報の共有、及び実行性を高めるための方策の検討
○ 包括的な協定等に盛り込むべき事項の整理
○ 既存の関係省庁等が構築している連携体制との役割の整理

④

②、③を実現する
ための国が整備し
ておくべき支援
ネットワーク

○ D.Waste-Netに求められる役割
○ 上記を実現するために必要な組織、人材
○ 人材等の確保策の検討（D.Waste-Netへの参画のインセンティブの検討）
○ 災害時のD.Waste-Netの運営マニュアルの作成
○ D.Waste-Netの平時の役割
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①
地域ブロック間連
携のあり方

○ 地域ブロック協議会の現状（参画者リスト、設置要綱等に記載の実施事項等）と平時の活動（セミナー、防災訓練等の
実施状況）
○ 他の協議会等の活動状況の整理
○ 地域ブロック協議会の役割と機能
○ 各地域ブロックの災害対応力の評価
○ 各地域ブロックが抱える課題の整理
○ 理想的な地域ブロック間連携のあり方の検討

②
地域ブロック協議
会のあり方

○ 地域ブロック協議会が平時、持続的に対応可能な事項の整理（勉強会、モデル事業の実施、新技術開発等）
○ 地域ブロック協議会の日常的な活動を維持する方策の検討
○ 優良事例の整理と共有
○ 地方環境事務所の位置づけと役割 等
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